
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

†   
としては、解雇は難しくても本人が
自ら退職届を提出するのであれば何
の問題もなく辞めてもらうことがで
きます。その退職を撤回されたら、  
会社はまたその社員をどうするか  
考えなくてはなりません。これらの
ケースのようなことが無いように退
職を「確実に」しておく必要があり
ます。では、どうしたら良いか？  
まずは、きちんと書面を提出しても
らうことです。ある別の裁判では、
引継ぎ作業やその当の社員が転職活
動までしていながら書類が提出され
ていなかったことから退職として認
められませんでした。  
そして、書類を提出してもらったら、  
それをしかるべき人（経営者、人事
部長）がしっかりと受け取るという
ことです。人事の権限がない社員が
受け取っても「会社が退職を承諾し
た」とは認められません。（という
ことはつまり退職を撤回できていま
うわけです）よくあるのが、現場の
上長が受け取ってそれをそのまま机
にいれっぱなしにしておいた、など
のケースです。退職届を受け取った
ら速やかに、経営者なり人事部なり
に提出してもらうことを徹底しま
しょう。これらを徹底するだけで  
大きなトラブルを未然に防ぐことが  
できるのです。  
※当コラムはわかりやすさを最優先しています。そ

のため法律の一部の例外は省略している場合があり

ます。ご不明な点はご相談ください。  

  

特定社会保険労務士　小林一石  
  

会社としては困ってしまいますよね。  
では、一度申し出た退職は撤回する
ことができるのでしょうか？それに
ついて裁判があります。  
ある鉄工業の会社で、社内のトラブ
ルに関連して社員が退職届を提出し
てきました。それをその場で人事部
長が受け取ったのですが、なんとそ
の次の日にその社員が「退職を取り
消したい」と言ってきたのです。  
それを会社が拒否したことで裁判に
なりました。では、その結果どう
なったか？  
  
会社が勝ちました。ポイントは、そ
の会社での人事の最高責任者である
人事部長が、退職届を受け取ってい
ることにあります。そこを裁判所は  
「会社が退職を承諾したことになり、  
　退職は有効である」と、認めたの
です。通常、退職の撤回は、会社に
とって必ずしも問題になるわけでは
ありません。むしろ、引継ぎや新規
採用をしなくて済むので、会社に
とってはありがたい場合もあるで
しょう。ただ、実務的には問題にな
るケースが２つあります。まず、先
ほどお話したように、すでに後任を
採用してしまっている場合です。社
員が退職しなくなったからといって
その後任の人に辞めてもらうわけに
もいきません。そのままでは、人員  
がダブってしまいます。  
もう11つは、辞めてもらいたい社員
が退職届を提出した場合です。会社  
  

　  

  

NNEEWWSS　　毎週３連休の週４日制度を導入�  
　  

22001166//1111  

月 刊  
ワ ー ク  
ホリック　  

「やっぱり退職するのやめます」　  
　は認められるのか？  

通信企業のDDHHコミュニケーションズは社内制度として内勤営業の総合職  

で週44日勤務社員制度の導入�したと発表しました。その目的は、社員の  

ワークライフバランス、作業の効率化、労務費の削減などとしています。  

将来的には週４管理職も排出していきたいとのこと。他社にも拡がるか。  

  

  

  

社会保険労務士事務所ワーク・ホリック　  

BBグルメ　シルクロード・タリム  

NNEEWWSS　ドレスコードを原則自由に。GGパンもOOKK。  

綜合人材サービスのインテリジェンスビジネスソリューションズは、  

服装を原則自由にしたと発表しました。今までは襟付きのビジネス・カ  

ジュアルだったのが、今後はジーンズ、スニーカーなども認められる  

そうです。「社員の自由な発想や、生産性の向�上を期待」と会社。  

初台駅より  
徒歩1100分  

定休：月曜  
  

食べログ  
33..５９　★★★  

以前から雑誌等で見かけて、行ってみたいと  
思っていたウイグル料理のお店です。駅から

は少し歩きますが、私が住んでいるところか

ら自転車で１０分くらいのところにあります。

初めての料理のため、他店と比べることはで
きませんが、「日本一本場に近い味」だそう。  

　私は、基本的に優柔不断です。  
仕事では、時間的な制約や判断
の基準や根拠が明確な場合も多
いのでそのようなことはあまり
ありませんが、困るのは「ラン
チ」です。なぜならランチには、
選ぶ基準には正解がないからで
す。さらに困ったことに（？）
私の事務所のある御茶ノ水付近
はランチのお店が非常に多い地
域でもあります。  
それでも、なんとかしてお店を
選んぶわけなのですが、さらに
困ることがあります。それは、
オーダーしたあとに「あ、別の
メニューにしておけば良かった
かも」と他のメニューが気に
なってしまう場合です。この場
合は、お店に伝えて変更しても
らうこともあれば、そのまま食
べることもあります。  
ただ、この「変更」の場合に困
るのは私よりむしろ、お店側で
しょう。オーダーされたものを
作る前であれば、変更されても
問題はないのでしょうが、作り
始めていたらそうもいきません。  
  
これは、社員の退職にも同じこ
とが言えます。社員が退職とい
うことになれば、通常はその補
充のために別の社員を採用する
でしょう。別の社員を採用して
しまったあとに、「退職を撤回
したい」と言われたら、  
  
  


